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の才能を高く評価したのがシューマンならば、ドヴォル
ジャークを推して世に出したのはブラームス。この2人の
作曲家は本来相性がいいはずですが、意外にもあまり一緒
に演奏されません。そんなところに目をつけた彼らのアイ
デアを聞きながら、第1夜のプログラムが誕生しました。
ブラームスの第２番は、前回（2016年）のTOPPANホールで
の演奏で初めてこの曲の魅力を味わえたという方も多いと思
います。10年の歳月を経ての解釈の変化や深化、そして彼ら
のブラームス愛を感じとっていただければと思っています。
　第2夜は、フェスティバルの期間中にアンコールで弾い
てお客さまの熱い手応えを感じ、彼らがTOPPANホール
の聴衆の前で再び弾きたいと思った2曲を中心に構成し
ました。いずれも説明不要のピアノ四重奏の名曲です。
ブラームスの第1番はTOPPANホール初登場の2014年12月
の公演がNHKで繰り返し放送され、彼らの存在を日本に広
めた思い出深い作品でもあります。まさにフォーレ四重奏
団の真骨頂を聴くにはうってつけの一夜。ご期待ください。

プログラミング・ディレクター　西巻正史

　昨年10月のTOPPANホール25周年記念のスペシャル・
ウィークは、お楽しみいただけましたか？ 同じ年にデ
ビュー30周年を迎えたフォーレ四重奏団をメインに据え、
彼らによるピアノ四重奏曲、アネッテ・ダッシュを迎えて
の2つのコンサート、さらには（これが一番やりたかったこ
とですが）ニルス・メンケマイヤーや日下紗矢子らが参加
してメンバーを解体しての室内楽の数々。これらを5夜に
わたって展開しました。4人のメンバーをばらばらにして
も、ひとりひとりの卓越した音楽性で聴衆を唸らせる
フォーレ四重奏団の面々の魅力や音楽性、持ち味といった
個々の実力と高いアンサンブル能力が遺憾なく発揮された
コンサートだったのではないかと思っています。
　そんなフェスティバルの期間中に、結成30年を越え、新
たな気持ちでスタートしようとしている彼らの想いを受け止
めながら今回のコンサートのプログラムを作りました。
　第1夜は、2026/27シーズンに力点を置いているという
ドヴォルジャークの作品群と、ブラームスの長大な作品で
ある第2番を組み合わせたもの。ご存じのようにブラームス


